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 調査対象団体 170 団体 

 回答団体   128 団体 

 全体回答率  75.29％ 

 

問２．現在の自治(町内)会の組織体制について、お聞きします。 

 

（１）役員数（内女性役員）は何人ですか、任期は何年ですか 

 ・役員数 

 役員数 1～ 5名 6～10 名 11～15 名 16～20名 26 名以上 無回答 

団体数 15 52 39 9 11 2 

 

 ・女性の役員 

  26.31％ 

 

 ・任期 

任期 1年 ２年 ３年 無回答 

団体数 91 28 1 8 

 

（２）自治会・町内会の役員の担い手や引き受けての現状について（複数回答） 

 

                         ※構成比(％)は回答数÷回答団体数（１２８） 

区        分 回答数 構成比(％) 

今のところ、引き受けてくれる適任者がいる 32 25.00 

引き受けてくれる方がなかなかいないため、同じ人が役員を続けている 47 36.72 

役職の一部に引き受けてくれる方がいない状況にある 39 30.47 

若い世代の担い手がいない 62 48.43 

女性の担い手がいない 12 9.38 

役員になりたくないという方が増えている 67 52.34 

役員の高齢化が進み、今後の自治会・町内会活動に影響が考えられる 64 50.00 

その他 22 17.19 

特にない 2 1.56 

問１．自治会・町内会名をお聞きします。 

問２．自治会・町内会の組織体制について、お聞きします。 

資料２ 
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その他の意見 

・会長、副会長の担い手がいない 

・高齢を理由に引き受けてくれない 

・輪番制で選出している 

・輪番制で選出しているが高齢化により困難になってきている 

・輪番制だが、高齢化や断られることにより順番を飛ばしているケースがある 

・輪番制で役員候補を選出しているが、男性は会長や総務部長になるため女性が多くでてくる 

・現在役員は輪番制であるが、新たなる体制づくりを考えていかなければならない 

・会長は輪番制としているが、選出に難行している 

・役員の割り当ては楽な役員に集中するのでくじで決めている 

・町内会の人数が少ないのでお互いで交代している 

・会長の業務を分担する必要があると考えるが、押しつけられる形で進まない 

・女性部長の担い手がいないため休部中である 

・連合町内会の役員にされるので、町内会役員にならない 

・強制的な役員の選出が多く、自治会の存在自体が危ないと思う 

・町内会の存在自体に疑問を持っている人が多い 

・他の町内会との合併を検討中 

 

（３）会長は就任されて何年になりますか 

 

 ・役員数 

年数 １年 ２年 ３～５年 ６～10年 11 年以上 無回答 

団体数 59 24 22 12 8 3 

 

（４）会長が兼務している他の組織、団体の役員がありますか（複数回答） 

 

・連合自治会・連合町内会 39 名 

・交通安全協会（協議会） 26 名 

・防犯協会 21 名 

・社会福祉委員 16 名 

・青少年健全育成連絡協議会 10 名 

・社会福祉協議会  9 名 

・民生委員 8名 

・学校評価委員 4名 

・生涯学習振興会 4名 

・街路灯維持管理組合 2名 
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・北広島交番連絡協議委員 2名 

・青色パトロール隊 2名 

・安全推進委員 2名 

・老人会 2名 

・地区会館（集会所）運営委員 2名 

・日赤北広島市区委員 1名 

・治水対策 1名 

・社会教育委員 1名 

・テレビ共同アンテナ会 1名 

・クリーンセンター協議会 1名 

・交通安全指導員 1名 

・ライオンズクラブ 1名 

・農業委員 1名 

・シニアクラブ 1名 

・シルバーＰＴＡ 1名 

 

（５）組織体制で課題となっていること 

 

・町内会の主目的は相互扶助という観点で、高齢化に対応した組織体制を強化すべきと考えます 

      ・地域の中で生きていくことは、それほどやさしいことではない。なにより大事なのは血のつながった 

      家族、親族の結びつきではないのか。社会不敵応者が数多く目につくのが気になる。組織体制での対応 

 には限界があり、又そのようなエネルギーと情熱がある人が少ない。 

 ・若い人が町内会を退会したいという声が最近出てきました。その都度町内会活動の状況を説明し、な 

 んとか納得してもらっています。特に役員の担い手がなく（特に会長）困っています。順番制、抽選等 

 現在議論している現状です。 

 ・副会長以下全役員が１年交代である。 

 ・高齢化が進んで集まっても元気がない。温泉に日帰り計画しても参加にはいたらない。 

・当町内会は４班制となっており、２年の任期で輪番で行ってきましたが、引き受けてがなく、会長の 

み再任を妨げないことにしましたが、だんだん無関心になり、輪番制が守られるのか不安です。このま

まであれば、町内会がいつまで続くか自信がありません。単位町内会、連合町内会の２組織が弊害にな 

っている気がします。その理由は１．会費の２重払、２．行事の無駄、３．役員の重複等、連合会加入 

を考えなければと思っている。 

・アパートの住民の方が活動に参加してくれない。 

・アパートの住民が町内会に加入していない。訪ねてもなかなか会えず、加入案内や会費集金に苦労し

ている。 

・役員数は多いが、担当職務に対する独創的発想と積極観念が少ない。 
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・町内会（地域）活動の消極化、不参加による組織力の低下。高齢化の進行と対策、高齢者世帯の対応。 

地域社会のモラルの低下（ゴミの不法投棄等により隣人との不仲） 

・防災活動の取り組み。 

・集合住宅（アパート）の加入率が低い。オーナー又は管理者の町内会加入についても関心が低く、排 

雪、街路灯、ゴミセンター使用についても関心が全然ないと言ってよいほどです。排雪、街路灯につい

ては、市の補助を受け町内会費で実施しており、又ゴミセンターの管理についても当番制で実施してい

る関係上、その取り扱いに苦慮しているところです。 

・団地住民、農家住民半々であるが、農家の葬儀等、町内会長が委員長となり、あいさつに出されるた

め、ある程度達弁でないと困ることから、会長だけは敬遠されている。会長の交代ができない。 

・会則の全面改定。市の標準会則がほしい。４役の任期を２年にしたい。 

・集会所が狭く、町内会員に対して総会に参加出来るのは２割程度で、毎年委任状で処理している。参

加は毎年同じ人が多く、他多数の人の話しを聞くことができない。 

・防災体制の確立がまだ班単位になっていない。 

・地震、災害にそなえ、防災組織を立ち上げ準備しているが、まだ具体化していない。少しずつ取り組

んでいる。 

・役員各部の部員は、各班長が所属することになっているが、高齢、共働きを理由に所属しない人がい

る。班長は、各班から毎年順番に担当することになっているが、それをも拒絶される場合がある。高齢

者は部長職をきらい、仮に引き受けても読み書きしない部である。若い世帯は、共働きが多く、役員会

は欠席が多い。従って、日中に班長宅を訪ねても留守が多く、急を要する要件には苦労する。 

・原則として、全役員が任期１年で交代します。各人の負担は小さくて済みますが、全員が不慣れなた

め、新しいことがなかなか出来ないのが現状です。 

・役員等の任期が１年ということで、再任を妨げない執行部主導で役員として仕事内容不理解のまま任

務を終えることが多い。執行部の負担が大きく、役員のなり手も限られる。 

・仕事をしているため、町内会、連合町内会の活動に時間がとれず、他の役員に振ることも出来ずに、

結果として連合町内会に対しては欠席が多く、協力に欠ける印象を与えている。会長にならなければわ

からないこの事をどう伝えるか考えている。 

・隣人との日常的付き合いが無くなってきている。 

・実際に活動しているのは１部の人であり全員ではない。（活動に参加出来ない理由は様々）出来るだけ、

多くの会員が参加、協力出来る仕組みを作り、活動すること。 

・総務関係の仕事が多く、範囲も広いため１人では無理と考えている。次年度から、副会長職の兼任も

考慮する。役員のうち、半数が勤めており、会議等そろわない。防災専任の役員が必要。 

・役員のなり手がいない（最近の傾向）為、輪番制を採用。継続するためには、次年度への引き継ぎ（楽

しく無理のない役員活動を目指す） 

・災害防止規定の整備（住民の理解と協力が必要）。孤独死防止のための連絡体制と個人情報保護法（高

齢者の理解と協力が必要）。高齢者の「生きがい」「やりがい」参画意識の高揚と自治会の活性化。 

・高齢者及び独身世帯、転出転入も多く、住民の連携が難しいので役員選びが難しい。 
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・個人情報保護法により、マスメディアの過剰な報道やあおりのため、個人電話番号を自治会に知らせ

ない人が増えている。何でも秘密が良いでは連携がとれない。そのような方には何も連絡出来ないので

結果は自己責任と言ってあります。 

・世帯の高齢化による役員選出。 

・役員の任期は１年だが、年々特に会長の引き受ける人が少なくなり、留任が続いていることから、自

治会会員がもっと関心を持っていかないと自治会組織の存続にかかわることも懸念されるので、役員の

選考は班長が選ぶことにして、平成２３年から取り組みを始めた。 

・防災規約が出来ているが、役員が主体的な活動の中心となっているため、役員が毎年変わることと高

齢化によって将来的に不安。町内会役員は関心が高い。 

・会長兼務の役職が多いと自治会活動に専念できない。また、現役の若い人が会長にならない要因とな

っている。 

・集会場がないため、催し事が出来ないが、来年、集会場、または新しいところに入所する予定で落ち

着きがでると思います。 

・高齢化における行事、及び自治会のありかた。 

・今年、役員を引き受けてもらうため、副会長の立場で全戸訪問し頼んだが、誰一人引き受ける人がい

なく、断られた。 

・自治会活動に対する無関心、連携意思の欠如。 

・毎年役員が変わるため、活動内容の蓄積や経験が薄いこと。連合会においても毎年変わる会長では、

積極的な参加や活動、連絡・連携がとれないため不都合な点があること。 

・輪番制が定着しているので、役員選びには難はないが、最低限の責任で済ませるだけだ、積極的な町

内会活動は見受けられない。 

・役員の引き受ける人がいないため、皆で平等という考えから、任期を１年としているが、引き継ぎな

ど無理がある。 

・連合自治会役員の継続性がなく、活動の維持に苦労している。 

・ゴミ問題等の解決に向けて取り組むも、あと押しをしてくれる様なスタッフが不足。（高齢化で馬力の

ある人が不足） 

・副会長、総務部長以外の任期は１年交代である。 

・連合町内会、高齢化が進み、役員の選出に苦労している。このため役員も同じメンバーが担っている。

若い世代で役員体制をつくることが必要と考えている。 

・地区内の連合町内会の連携の強化が課題となっている。連合町内会を構成する各町内会間の地区問題

に関する共通認識の形成に苦慮している。 

・防災事業の強化。 

・青少年健全育成連絡協議会の活動は特に実効性があるものが少ない。交通安全協会もお題目をあげて

いるだけの様で実効性に疑問がある。 

・北広島市の全ての町内会が自治連合会に加入することが必要と考える。 

・班長の任務を果たす上で、十分でない人が増えそうである。 
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（１）自治会・町内会の行事や活動に対し、住民の協力は積極的ですか。（複数回答あり） 

 

区  分 回答数 構成比(％) 

積極的である 16 12.50 

比較的積極的である 69 53.91 

あまり積極的ではない 38 29.69 

積極的ではない 7 5.47 

無回答 1 0.78 

※構成比(％)は回答数÷回答団体数（１２８） 

 

（２）自治会・町内会の行事や活動に対し、住民の参加はどうですか。（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

※構成比(％)は回答数÷回答団体数（１２８） 

 

 

 

（３）自治会・町内会の行事や活動の中で、一人暮らしの高齢者への対応、高齢者世帯への対応、世代

間交流・幼児や子供たちへの対応、障がい者や子育て世帯への対応等について、自治会・町内会

が独自に行っている行事、活動があればお書きください。また、今後自治会・町内会として取り

組みたい（必要としている）行事、活動があればお書きください。  

    その他、貴自治会・町内会の区域で自治会・町内会の活動とは別に、住民同士による支え合い 

   活動を実施している場合はその内容等をお書きください。 

 

自治会・町内会が独自に行っている行事、活動 

 

・新年会、懇親会 29 団体 

・レクレーション（旅行、果物狩り） 20 団体 

・お祭り（オータムフェスタ、夏祭り、七夕） 19 団体 

区  分 回答数 構成比(％) 

年々増えている 12 9.38 

年々減っている 23 17.97 

あまり変わらない 92 71.88 

無回答 2 1.56 

問３．自治会・町内会の活動状況 
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・花見、焼肉、バーベキュー 15 団体 

・清掃事業 15 団体 

・敬老の日、祝品贈呈 14 団体 

・ラジオ体操 13 団体 

・高齢者事業（お楽しみ会、シニア会、交流会） 12 団体 

・パークゴルフ大会 10 団体 

・女性部事業（研修会、交流会） 9団体 

・子ども会 9団体 

・もちつき大会 8団体 

・資源回収 7団体 

・子ども親睦会（花火、お楽しみ会） 6団体 

・ゴロッケー大会 6団体 

・花植 6団体 

・入学児童に祝品贈呈 5団体 

・子どもの見守り活動（シルバーＰＴＡ） 5団体 

・除雪、排雪活動 4団体 

・高齢者の見守り活動 4団体 

・防災組織 4団体 

・防災訓練 4団体 

・花火大会 3団体 

・盆踊り 3団体 

・防犯パトロール（青パト防犯） 3団体 

・３世代交流事業 2団体 

・サロン事業 2団体 

・福祉研修 2団体 

・町内会報発行 2団体 

・ゴミステーション管理 2団体 

・児童、生徒への図書券の配付 1団体 

・老人会補助 1団体 

・金婚式 祝品贈呈 1団体 

・新生児に祝品贈呈 1団体 

・創立記念事業 1団体 

・ソフトボール大会 1団体 

・ＮＰＯ法人の支援 1団体 

・親子交通安全教室 1団体 

・同好会活動 1団体 
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・サンタクロース訪問 1団体 

・子どもみこし 1団体 

・そば打ち 1団体 

・ほたるの里づくり事業 1団体 

・ゴミ袋全戸配付 1団体 

 

今後自治会・町内会として取り組みたい（必要としている）行事、活動 

 

・防災対策（防災計画、防災活動） 12 団体 

・自主防災組織、防災部の立ち上げ 11 団体 

・災害時の避難訓練 9団体 

・高齢者などの災害時要援護者の対応 7団体 

・高齢者対策 5団体 

・高齢者交流会 3団体 

・現在の行事の継続 3団体 

・高齢者の見守り活動 2団体 

・１人暮らしで孤立しがちな方の支えを考える 2団体 

・除雪作業 2団体 

・子ども会活動 2団体 

・子ども会と全体でのもちつき大会 1団体 

・班ごとの行事 1団体 

・１人暮らし高齢者宅の除雪 1団体 

・子どもの見守り活動 1団体 

・旅行 1団体 

・老人会の組織 1団体 

・サークル活動 1団体 

・会員の実情把握 1団体 

・夏まつり 1団体 

・ミニミニ祭り 1団体 

・交通弱者の交通手段確保 1団体 

・日常品購入店の確保 1団体 

・ゴミ問題 1団体 

・住宅地図の更新 1団体 

・生涯学習事業 1団体 

・ゴミステーション見学 1団体 

 



9 

 

住民同士による支え合い活動について 

 

・元気よくあいさつし合う 3団体 

・町内会活動ではないが、隣近所での助け合い活動 2団体 

・同好会活動 2団体 

・ゴミステーションの整備 2団体 

・高齢で足の不自由な人はゴミステーション当番を免除している 2団体 

・隣人との交際（会話） 2団体 

・町内会役員は、１人暮らしの方の見守り、声かけを行っている 1団体 

・隣人、知人、友人による高齢者、障がい者に対する声かけ 1団体 

・隣近所での草刈り、除雪 1団体 

・朝の交通安全街頭啓発運動 1団体 

・高齢者の見守り活動 1団体 

・月に１度全員宅を訪問（訪問ボランティア） 1団体 

・連合町内会行事 1団体 

・自主防災活動（手助けマップ配付） 1団体 

・防犯部を中心に巡回を実施 1団体 

・桜並木の管理、草刈り 1団体 

・１人暮らしの方の連絡網の充実 1団体 

・お茶の間を通じて向う三軒両隣意識を高めている 1団体 

・親父の会 1団体 

・パークゴルフ場運営 1団体 

・老人クラブでの交流 1団体 
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 区  分 回答数 構成比(％) 

運動会 11 8.59 

お祭り 51 39.84 

敬老会 41 32.03 

老人クラブ活動 38 29.69 

廃品回収 54 42.19 

フリーマーケット 10 7.81 

環境美化活動 69 53.91 

子供会活動 42 32.81 

スポーツ活動 23 17.97 

文化祭 15 11.72 

盆踊り 20 15.62 

自治会・町内会の親睦会 93 72.66 

福祉活動 38 29.69 

交通安全活動 40 31.25 

防犯活動（子供の安全を見守る活動等） 64 50.00 

趣味（サークル）活動 23 17.97 

旅行（温泉、施設見学等） 42 32.81 

除雪に関する活動 56 43.75 

子育て活動 16 12.50 

災害時に要援護者を支援する活動 61 47.66 

その他 9 7.03 

無回答 7 5.47 

※構成比(％)は回答数÷回答団体数（１２８） 

その他の意見 

・お茶の間 

・もちつき 

・コンサート 

・ゴミ収集、分別、ルール等 

・ラジオ体操 

・神社祭典 

・個人的に動く 

問４．地域のコミュニケーションを促進するために、自治会・町内会の取組みが必要な行事、 

   活動はどれですか（複数回答）  
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社会福祉協議会と地区社会福祉委員会が連携して、地域の福祉活動を行っていることをご存じですか 

 

 

 

 

 

 

※構成比(％)は回答数÷回答団体数（１２８） 

 

地区社会福祉委員会と自治会。町内会の連携についてどのようにお考えでしょうか 

 

・高齢化の増進で各戸に入っていけるのは、委員の方かなと思う。日常の情報交換が大事。 

・現在のままで良い。 

・毎年、活動状況等の報告をお願いしています。 

・連携は必要です。問題は役員の１年交代。 

・連合町内会として行っているので、単位町内会では無関心である。 

・地区福祉委員会との会話がない。 

・社会福祉委員会と町内会の対話がない。もう少しコミュニケーションをとることを考えてはどうか。 

・世代交流もちつき大会は毎年恒例行事となっており、地区社会福祉委員会に感謝しております。地区

社協で年２回行楽行事がありますが、参加者が少ない様です。町内会として、もっとアピールすべきと

思っています。 

・地域に福祉委員がいることは知っているが、具体的にどのような活動をしているのかわからない。地

域の町内会と、情報交換や、懇談する場があっても良いのではないかと思う。 

・夏に社会見学、秋に体験旅行（フルーツ狩り）を実施しています。これからは、温泉旅行や趣味の分

野で幅広く参加者を募っていけないか考えたい。 

・１度も会ったことがないので、社会福祉委員がどの方なのか知りたいです。 

・現状の福祉委員では、物理的、能力的にも無理があると思考する。 

・いつも連携について配慮していただき感謝しております。お互いの情報を交換して、良き地域の福祉

活動を実施していきたい。 

・地区の福祉委員を各町内会で選出しているが、福祉委員の活動、役割を具体的に示してほしい。全体

行事のみの活動は見えますが、地域の本当に困っている方の活動が無いように見受けられます。町内会

で出した福祉委員にまかせてしまい、町内会として福祉は考えていないようだ。 

・情報の共有が必要。お互いに協力しながら支援にあたるようにする。 

・特筆行事は地区の方も知っているが、細かい行事等の活動についての周知が未徹底である。 

区  分 回答数 構成比(％) 

知っている 100 78.12 

知らない 13 10.16 

無回答 15 11.72 

計 128 100.00 

問５．地区社会福祉委員会の活動についてお聞きします 
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・連携については、町内会への年２～３回の会議案内位で、委員会としての働きかけが非常に少ない、

また、活動内容についての町内会内での提案もない。もう少し、町内会への働きかけや相談、活動協力

等を増してほしい。 

・福祉委員会ではゴロッケー大会や、ふれあい懇親会を行っていますが、その結果や様子が町内会では

よくわかりません。また、地区福祉委員会の存在も会長になって初めて知りました。以前に住んでいた

所では聞いたこともなかったです。福祉委員会そのものの存在がわからない住民も多いと思います。行

事の様子は、会報等により、回覧で町内会に周知するようにしてはと思います。 

・良く理解できていない。活動内容が良くわからない。 

・町内の福祉委員が毎年変更しるために地域の活動が極めて難しい。（町内会規約の関係あり）また、若

い年齢層の世帯が多く、対象になり高齢者や障がい者等も少なく関心も低い。 

・地区の福祉協議会が母体になって、敬老会や身体不自由者、独居老人宅の訪問や除雪を実施している。

町内会の会員も手伝いや除雪に参加している。高望をすればきりがないので、参加出来ることから行っ

ている。 

・実際の活動は別々に行うべき。町内会は福祉委員会に委員を提供（支援）している。町内会は回覧程

度にとどめるべき。委員会の人的能力を超えた事業は行政が支援すべきで、町内会への人的支援（委員

の提供以外）を求めるべきではない。 

・地区では、ゴロッケー大会、トリムコース一周散策の活動を行っており、当自治会からの参加者も多

数出席しています。定着した親睦行事として、今後も実施していただきたい。 

・町内会組織とはあまり関係がないように思われる。対象者、活動内容が不明確。若い人がわかりやす

い、参加しやすい内容に。 

・高齢者が安心して生活できる安全な町づくりのための福祉活動には、自治会と社会福祉委員会の密接

な連携は必須であるが、両者が協力に一緒に活動する場面が少ない。（ふれあい広場のバザーぐらいか）

まずは、町内高齢者についての情報の共有が基本と考える。 

・現状の連携で良いと考えている。地域活動の中心はあくまででも単位町内会であり、地区社会福祉委

員会は広域な活動と単位町内会のサポート的活動による連携でよい。 

・広報活動が不足していると思う。 

・自治会活動で忙しいので、他の組織と連携して活動することは大変です。配布、回覧で協力する程度。

自治会で行う１人暮らし高齢者への対応は、本人が嫌がる。 

・当町内会の福祉委員、厚生防犯委員は女性部が中心に町内会行事に活動している。 

・災害時における要援護者の支援活動、敬老会の共催等連携の必要性大です。特に要援護者等は、個人

保護条例等により、自治会では細部把握出来ないので、民生委員と連携している社会福祉委員会との連

携が大切と考えている。 

・社会福祉協議会と福祉委員会との関係、福祉委員会と地区連合自治会との関係、重複などもう少し整

理することが必要ではないかと思われます。ボランティアなどは社会福祉協議会で行うべきで、協議会

と自治会とはおのずから、分担が明確だろうと思います。 

・町内会の行事が手いっぱいで、なかなか参加できない。 
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・連携は必要なので、これからも活動をしてほしい。 

・回覧文書を取り扱う程度であり、希薄なものと考えます。地区の福祉委員と懇談、情報交換の場があ

ればと思います。 

・独居で特に女性の場合、防犯やプライバシーの問題で、声かけや交流がなかなか難しいケースが多い。

特に自治会が介入することは、おせっかい、となることもあり、また、プライバシーが漏れることを警

戒することがあり、健康面や困ったことに対してのサポートが自治会としては難しい。民生委員、福祉

協議会との連携と協力が必要なところですので、自治会との定期連絡会議等、これからの対応を話し合

う場を持ちたいものです。 

・高齢家庭（単身世帯）の話しを伺ったり、様子を見ていると、行政や社会福祉委員などには初めから

多くを望んだり、期待していないことがかい間見える。何があっても自己責任（子供を頼る）で処理対

応しようとしているのでは。 

・時には福祉委員会と、町内会の合同の会合を開いて共通の話題を話し合いたい。例えば、交通（バス）

問題、高齢化の進行に伴う過疎化、高齢層と若年層の問題について。 

・相互の話し合いが無く連携が良いとは言いがたい。 

・組織的に難しい。各町内会で選出される福祉委員が、十分に活用されていないように感じています。 

・福祉委員会と連合町内会は一体となって活動することによって、地域のすみずみまで連携を取ること

ができるので必要なことである。 

・両者の活動は、重複する部分も多々あるので、それぞれ協力関係が出来ているので特に問題はない。 

・社会福祉協議会と地区社会福祉委員会の関係は十分知っている。しかし、自治会・町内会との連携と

なると、絵に描いた餅の様で一方的に協議会や委員会から行事の周知や経費の負担を求めているが、自

治会・町内会が必要とする情報の提供を求めると、守秘義務とやらを盾にして提供がされていない。そ

の他に、協議会や委員会で行う各戸配布の文書や行事の周知は、はたして自治会・町内会が担当するも

のか疑問がある。各戸配布の文書は協議会・委員会で行うべきではないか。協議会・委員会の役員や担

当者は、汗をかかないで自治会・町内会長宅に配布して事足りるとしているのではないか。自治会・町

内会は下請け機関ではない。 

・非常に希薄だと思います。情報交換する会議がほしいと思います。 

・町内会の中に、福祉委員が話題提供してくれれば良いと思う。何の会でも全体の連絡は難しいと思い

ますが、連絡し合うことは絶対大切です。 

・福祉委員会は市からの指示で動いている感じがするので、自発性を持ってほしい。 

・ 
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・町内会の半数近くが高齢者世帯。これからいろいろ問題が出てきそう。（買物、除雪、通院） 

・独居老人が増加しているため、近場で良いので無料で旅行を実施してほしい。 

・現状を基盤に、逐次連携度を高めたらと思います。 

・福祉行政については、各個人で知っているが、あまり関心がない。 

・高齢化するにしたがって、福祉行政は大切ですが、何でも行政ではなく、自己負担、自己管理、自己

責任を各人が自覚するようにならなければ大変になる。行政も個人もしっかり考える時であると思う。 

・子供達の健全育成のため、町内会の役割を教えてください。高齢者の安全（緊急時対応）について教

えてください。 

・独居老人の増加、認知症対象者、緊急避難等の対策について、会話が必要。 

・町内会は高齢化が進み、町内会の運営も難しくなるであろうと思われる。住民の町内会活動への消極

化、無関心さが増大さる風潮の中で、具体的な提案、活動は難しい。老老パートーナーシップの様な仕

組みを作って、若い老人が老いた老人を支える。こんなことも１案として考えられる。 

・町内会は会員数が多いため、各世帯の構成状況がつかみにくい。しかし、着実に高齢化は進んでいる。

障がい者施設もある。個人情報の壁はあるが、民生委員、福祉委員、高齢者支援センターなどと情報を

共有し、地域でできることを考えていくことが必要と思う。 

・避難場所や避難場所までの介助支援の訓練を行ってもらいたいです。小中高の学校で、車イスのスポ

ーツを生徒たちの教える場がほしいです。 

・要支援者の名簿等必要と思考する。 

・町内会単位（戸数の少ない町内会は合同）の行政指導の活動が必要と感じます。 

・独居老人の情報の共有。 

・孤独死は町内会の恥だと仲間内に話しが出ても、独居者の状況がわからない。災害時の援助活動に支

障が出るのではないかと危惧している。 

・市民、町内会の声を聞いて、速やかに実行出来るよう、特段の体制をさらに促進させる事が不可欠で

ある。 

・福祉活動の事前及び事後のＰＲが不足している。過去の福祉行政の失敗、反省点や成功事例、他地域

の事例等や将来的な展望を提案し、市民及び町内会員に問題提起をしてほしい。 

・個人情報で、独居老人の世帯がはっきり確認できないのが現状で、各班長にそれとなく見守っていた

だいているが、リストがあれば、町内会代表（１名）が保管していると、何かの時に役立つと思う。 

・個人情報保護法により、町内会住民の実態が把握できません。町内会に小学生、中学生が何名いるの

か、高齢者、独居老人が何名住んでいるのかわからないのは、当町内会だけでしょうか。何かの機会に

聞きたいと思いますのでその時はお願いします。福祉行政に限らず、行政から町内会への所用が多すぎ

ると思うことがあります。 

・不法投棄ゼロに向けた協働、活動。排雪補助金の増額。除雪対策（融雪槽等の補助金等） 

・町内会全体が高齢化のため、他の行事に進みずらいです。 

問６．自治会・町内会活動で、福祉行政に望むこと 



15 

 

・老人及び子供の見守りには、大変な苦労があり、経費もかかっている。出来れば、補助金の増大に努

めていただきたい。 

・災害時の要援護者を支援する活動のためには、誰が要援護者なのかわからない。情報の開示を希望す

る。 

・当地区の民生委員がなかなか決まらない。特殊な仕事なので、誰でもいいわけではないので、行政が

適任者を指名する等して決めてほしい。 

・民生委員のなり手がいない。民生委員の経験者からは、民生委員の活動だけなら続けても良いが、民

生委員の以外の団体からの要請が多く大変であるとの声。断れないのでやめたい。民生委員に特化した

活動の制度が必要。 

・緊急情報システムはいろいろと条件があるようですが、当自治会には若い１人暮らしの独身の人もい

ます。そういう人の緊急通報方法はないのでしょうか。エルフィンバトンは大変素晴らしい制度だと思

います。当自治会は今年全戸配布（市の対象外の人は自治会で作成）しましたが、６５歳未満の方でも

１人暮らしの方がいますので、検討したらいかがでしょうか。（市全体で） 

・今回のアンケート調査について、目的として地域福祉の推進、と漠然した表現ではなく、例えば、次

期地域福祉計画の基本方針を示していただければ回答しやすい。 

・高齢者のいきがい、やりがいを引き出し、健康を維持し医療費削減の施策をお願いする。 

・福祉と年配者との関わりが多いと思いますので、もっともっと年配者が世の中で意見を述べ、世間に

出てきて若輩者にもの申す時代に戻ってほしいと思います。今の年配者はおとなしすぎると思います。 

・福祉除雪について、主人が入院や在宅介護生活をしている世帯では、冬期間の除雪が大変であるが、

年金額によって対象外となるケースが多い。医療費支払いもあり経済的負担も大きいので、要件緩和の

見直しを願いたい。 

・自治会の状況や取組みにより、内容は異なると思うが、資金の面、物資の面で強力なバックアップが

ほしい。自治会費の中での事業では、限界がある。 

・民生委員の活動もありますが、市の高齢者支援課の方の訪問があればより良い。四恩園の訪問は要請

により来てくれるが、市からの訪問を望む。 

・自治会長に、民生委員が把握している高齢者名簿を限定して配付してほしい。民生委員は守秘義務の

ため、自治会長は情報を得られていない。災害時に民生委員はどれだけ地域のため活動できるか疑問で

す。平素から自治会と連携して情報の共有が必要ではないか。ただし、自治会長の任期は１年が多いの

で、無理かと思いますが、検討してください。 

・行政が目指す福祉の方向性、政策が明確になれば、それは自治会活動とは別に実施すべき。住民の意

向を確認することと、行政が行うべきことが混同していることも感じられる。自治会活動は、あくまで

も地域の日常的つながりをどうすべきかを目指していくべき。 

・高齢者の状況等（入院、施設入所等）が自治会では把握できない。個人情報ではあるが、何かあった

時に自治会では何もわからない。行政でなんとかしてほしいと思う。 

・災害時、排雪、ゴミ箱の設置。 
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・これから、ますます高齢化が進む中で、困っていることや、サポートが必要になってこると思うが、

個人情報の壁にあたり、その方に必要なケアやサポートが充分にできず、我慢している方のいると聞い

ています。個人情報、プライバシーといって、固くなるのではなく、少し緩やかにして、民生委員だけ

でなく、自治会の人も、１人暮らしの方への安否確認の戸別訪問ができるようになれば良いと思います。 

・大災害時の避難救命体制ひとつ満足にできていないうえ、住民も強く、深く考えていない。高齢化社

会に対応して、せめて１人暮らしの高齢者に目配りする活動の導入を。 

・高齢者の情報について、少なくとも自治会の役員（会長）が掌握できるようにするべきと思います。

個人情報保護法の解釈がおかしいのでは、独居者の事故が起きてからでは遅い。 

・高齢者に対するサービスの充実。買物、交通、独居者、病気、ゴミ処理の問題等。札幌市は高齢者パ

スがある。 

・高齢者についての情報は、個人情報を縦に十分な開示がなされていません。少なくとも、民生委員に

は受け持ち範囲の情報を提供してください。また、自治会の協力が必要な場合は、民生委員の判断で必

要最低限の情報を自治会役員等に開示することが可能なようにしてください。この２点を担当部署と協

議の上実施出来るようにしてください。 

・高齢化を迎え、班長業務（回覧版の配付等）も難しくなっている世帯が増えている。町内会に依存す

るのではなく、市独自で全戸に向け、情報提供する様な仕組みづくりが必要ではないか。 

・行政と町内会の情報交換を多くする必要がある。特に高齢者対策については、行政からのアドバイス

が必要と思います。 

・行政と地域の役割の違いを共通認識にし、分担等のあるべき協働の姿を示してほしい。 

・高齢者の実態が、プライバシーの関係で把握できない。福祉行政の方で高齢者名簿を作成してほしい。 

・何を企画するにも、かなりの費用がかかるので、もっとたくさんの予算を組んで補助金の形で出して

ほしい。 

・自治会や地域住民に何をして貰いたいのか、どんな協力をして貰いたいのかが、良く見えない。防災

問題一つを取り上げてみると、いざ避難の場合、だれを手助けし介護が必要とするのか良くわからない。

担当の民生委員は、顔も知らないしコミニュケーションや情報交換を図ったこともない。自治会・町内

会は、だれを手助けし介護が必要とするのかは、大凡はわかっているが、だれが担当するのかもでは決

めていない実情にある。頻繁に具体的な情報の提供と、アクションプログラムを示し、地域と一体化し

た取組みを構築すべきと考えています。民生委員の会議などには、ブロック別に自治会・町内会関係者

を入れて開催すべきと考えています。（地域毎の実情や意見を反映できるように） 

・良く理解できないことが多いと思います。毎年行っているから今年もやる。全国一斉だからやる。ど

んどん世代も考え方も生活内容も変わってきているのですから、考え方を改めるものもたくさんあると

思います。 

・防災における自治会相互の協力体制。 

・北広島市内の交通が不便で高齢者が出歩くことが難しい。 

 


